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ll. コカクモンハマ牛の交尾行動と性 フェロモンの生産 玉木佳男 ･野口 浩 ･捌 島 健 (農林

'Jl出邦枝WJ:研究所)44.5.6受刑!.

コカクモンハマキ Adoxo♪hycsora〝aFISCllERYONR竺sLERSTAMMの交尾行動に関する室内実

験の約果.次のことが判明した.

成虫の羽化が或る特定のせまい時間帯に柴申している事実は認められなかったが. 雌雄 ともに午

前8時から午後8時までの12時間に羽化するものが多かった. 交尾は日出前 1時間を中心に行なわ

れるが,この交尾時刻は羽化後の日数の経過とともに1日16-26分ずつ早くなった.雌はほとんど

の個体が1回しか交E%しないが椛は2回交尾するものが多い. そして. 交尾率は自然光下では羽化

当日から70,%以上の市率を示した.

交尾に際して雌はいわゆる calHngpositionをとり.蛾はmatingdanceを行なう.交尾の成功

には雌椛双方の17i性が同調することが必要である.･[7;･性状倍にある雌の Callingは雌 の存在に如関

係に行71われるが,蛾の danceは雌の Callingの結果行なわれるものであり. これは雌が生産す

る性フェ1)モンにJ:って誘起きれる.雌のメチレンクロライド抽川物は10~8-10~8F.F..(雌き∫1爪)で

5-10%の椛に反応を超させる.

近年多くの昆虫の交Fi行動に性フェロモンが脚与し

ていることが明らかとなり,この性フェロモンを利用

する苦虫防除の斯らしい方法を探索する試みがなされ

ている (Jacobson,1965). りん麺目ハマキガ杓の昆

虫には永年性作物の著名な苦虫が多いため,これらの

交尾行動と性フェロモンに関す る研究 も少なくない

(G6tz.1939;George,1965;Barnesら,1966;Butt,

1966;Russ,1966;Roelofs& Feng.1967).良近ハ

マキガ村の一斑ArgyrotacnfavelutJ'nana(WALKER)

については.その牲フェロモンとして cl'S-ll-tctera･

decene-1-Olacetateが分離同定 され (Roelofs&

Arn,1968),この研究にもとづいて交尾行動を利用す

る新らしい防除法の可能性が示された (Roelofs&

Comeaw,1968).

本報では コカクモンハマキ (Adoxo♪hyesorana

FlscHERYONR':SLERSTAMM)についておこなった交

Ea行動に関する盤内での基礎的調査の結果について報

JJiする.

材料と方法

眺試用虫は茶掛 こTV･生していたコカクモンハマキを

Tamaki(1966)のJJ一班にしたがって放十世代にわた

って鎚内で卿 t嗣子fしたものである.飼符は25oC,

16時間.fT.(t明の疋脱穀で行なった.蛸化個肘 ま雌雄に分

けてプラスチック別の羽化那 (15×37×20cm)に収容

し以後別に記述すろ条作下に保持した.なお,J戊虫に

はとくに企桝は与えなかった.

人工.qnjl下の試験はすべて20oCの疋氾寅にて行な

い,自然光安臥1下の条11'･の切令はすべて1968年7月か

ら8月の関に行なった.

括具と考摂

1. 羽化時刻

rl然光BL,IiTul下の条件で7月l口から2口にかけての

24時間の関の1時間ごとの羽化数を耶1図に示す.こ

の試験における全羽化数は唯が221乱 雄が167頭であ

っTこ.

図に示されるようにコカクモンハマキの羽化は特定

のせまい時間矧 こ集中しているとは考えられない.た

だし,午前8時から年後 8時までの12時間に羽化する

ものが多く,雌ではこの間の羽化数が全体の85.1%を

占め,雄では61.7%を占めていた.

南川 (1953)はコカクモンハマキの羽化時刻を雌40

豆乳 雄19頭について調査したが,この場合も特定のせ

まい時間帯に羽化が集中する現象は見られなかった,

2. 交尾時刻

コカクモンハマキは明け方に交尾することが予備的

な祝祭から判nJ]したが,この交尾時刻をさらに詳細に

知るために羽化後の経過日数が異なる成虫について自

然光三言tn下の祝祭を行なった.自然光室温下の条件で

羽化させた成虫をこの条件下に一定期間おいたのち,

末交Fiの雌椛各lqlを径9cm のシャ-レに入れた.
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Fig.1. Timeofemergenceofthesmallerteatortrixmoths.Totalnumber

ofindividualsemerged;female(upper):221,male(lower):167.
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Fig.2. Matingtimeofthesmallerteatortrix
moths.1×3showsamexaminationbetweenthe
1-day-oldfemalesandthe3-day-oldmales.
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観察は年前2時から5時にかけて10分ごとに行ない,

各10分間の交尾個体数を記録した.試験月日は7月2

日および5日,供試つい数は23ないし30対である.

羽化当日から4日目までの個体についての結矧ま節

2図A-Dに示すとおりである.コカクモンハマキの

交尾時刻は羽化後の日数によって変化する.羽化当日

の雌雄の交尾時刻は平均して4時7分であるが,2日

日の確雄ではこれが3時32分となり,3日日では3時

8分,4日目には2時52分となった.すなわち1日に

ついて16-26分ずつ早くなる.羽化当日から4日日ま

での総平均は3時25分,範囲は2時10分から4時40分

であった.

日出および日没の時刻と交尾時刻との比校は興味が

ある.この試験期間の日出と日没はそれぞれ4時28-

30分と19時1分である.したがって,上述の悦郎もli対

はコカクモンハマキの交尾が日出前30分一1時抑IL･,
日没後8-9時間に行なわれることを示している.交

尾時刻が日出あるいは日没の時刻によって規制されて

いるならば,季節の変化とともに当然交凪時刻も変化

するはずである.上述の試験における羽化後3日EIの

雌雄の交尾時刻は3時8分であり,これは日出前約 1

時間20分.日没後約8時間10分である.別にこの試験

から約2カ月後の8月28日に行なった試験結架では羽

化後3日目の雌雄の交尾時刻は3時57分であった.こ

のときの日出と日没はそれぞれ5時10分と18時13分で

あるので,交尾時刻は日出前1時間13分.日没後9時

間44分に相当する.すなわち.コカクモンハマキの交

尾時刻はその季節の日長によって変化するが,おおむ

ね日出前1時間を中心にその前後30分ずつの間に行な

われるものが多い.そして注目すべき点はこの交凪時

刻が羽化後の経過日数とともに早い時刻へとずれろこ

とである.類似の現象はスカシバガ料の一班 Sann一･

nol'deacxI'Ll'osa (SAY) について も知 られている

(Jacklinら,1967).この昆虫の雌は交尾にあたって

いわゆるcallingを行なうが,この姿勢をとる時刻が
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羽化後の日数の経過とともに早くなり.羽化当日と翌

日との時刻差は52分である.また野外において雌に妨

引されて飛来すろ雄の数が放大帆を示す時刻も雌の羽

化後日数によって 1日につき30-50分ずつL7Lくなると

いう.

コカクモンハマキの交f即.fj刻が羽化後の日数ととも

に変化するのは雌雄のいずれにそのTJ個 があるのだろ

うか.この点を知るために.碓雄で羽化後口数が只な

る組合わせの交Fi時刻を槻黙した.その結果を郡2図

EおよびFに示す.もしも,交尾時刻が雌のみによっ

て規制されるならば特定の雌に交尾すろ雄の令に無関

係に交Fa時刻は一定であるはずであり,逆にこれが雄

のみによって規制されるならば特定の雄の交尾時刻は

相手の雌の令には無関係に一定であるはずである.那

2図においてEはAとまったく同様であることから.

交尾時刻の決定には雌が大きな役割を果していること

が明らかである.しかし.雌にのみその何個 があるな

らば,郡2図FはCとまったく同様にならなくてはな

らない.このFがCにくらべてnt:千遅い時刻にずれて

いることは,交尾時刻の変化には椎の脚にも%:千の原

因があることを示していろ.

3. 交尾回数

交尾回数の調査は20oC16時間.q明で午前11時に点

灯するようにした条件で行なった.試験開始前日の午

後5-6時すなわち人工解明における夜明けから6-7時

間後に羽化当日の末交尾の雌雄を1頭ずつ径9cmの

シャー レに入れた.交尾の観矧 ま点灯後30分間行ない

交尾数を記録した.この人工尉明条件では交尾は点灯

時の前後15分以内に大部分が行なわれ,口然光の条作

にくらべてせまい時間才削こ火中して行なわれる.また

点灯後30分以降に交尾をするものはない.交尾の持続

時間についてはとくに調衣はしなかったが 1時間前後

継続するものが多いよう◆であった.午前11時に点灯す

る条件では年後5-6時にはすべての交尾個体はたがい

Table1.Matingfrequencyofthesmallertea
tortrixmotllSunderthelaboratory
conditions.

No.Ofindividuals Frequency Percent
examined

Male 39

Female 36

1

2

34
1

2

3

4

15
朗
加
0

86
11
2
.
0

4
1
5
0

1
1
8
0

に離れていた.したがって午後5-6時にこれらを別の

羽化当日の末交Faの個体と対にし,9.日の観察の準侍

をした.

その紙矧 ま那 1安に見られろとおり.コカクモンハ

マキの雌は大部分のものが1回しか交尾しないが,班

は2阿交Fiするものが多かった.

4. 羽化後の日数と交尾活性

交尾率の調査は自然光および人工光 (16時間照明)

の条件下で行なった.自然光の条件は交尾時刻調査と

同じであり,人工照明の条件は前項の交尾回数調査と

同じである.供試個体はいずれも,それぞれの条件下

で一定日数を経過させた末交尾のものである,

その結果は節3図に示した.自然光のもとにおける
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Fig.3.■Percentofmatingofthesmallertea
tortrixmothsunder.theconditionsofnatural

lightandartificiallight(16hrs･-light,8hr胃.
-dark)afteremergence. ′

交Fa科 ま羽化当日の個体でも71･4,%の謁率を示し･軍
日日には80.0,%の放tS他をとって3日目 (76.7,形)か

ら4日日 (71.4%)にかけてわずかに減少する.すな

わちコカクモンハマキは野夕日こおいてもかなりの高率

で羽化当日の雌雄が交Faしていると考えられる.他方

16時間人工鮮明下では2日目に82.6%, 3日目には

･.99
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8J.0'J,,とJIll.I:.'Jlll(r_p示しT二が. LlH lの Lので!上48.0'Jo

と:=･.軌に派少している.このt.IiJJ上は-JカウT-ン,､マキ

の,kJd'fi刺が 肘′卜に.よってか/;()/.1.さオlろことを,Jt

していろ.

5. 'iJd'lJ軸およびその雌雄に.i/-JILJl.t!1

1舶 lの,iJdfj跡 こついてEt彰くの拙宅iがあり. りん

堀川ti山に側してはその父Jdに際しての雌雌の'fjqTJMi

･馳 こ切似している (jacobson.1965).-マ HfH

の1上山の雌雄が公娼す る際にとる'IidiJMこ収ル てttテン

I/′､マヤ SporgonoIJJL'sI)i//crianaScllIFF,について

のHY･iyEI/∫徹群がある (Russ.1966). コカクモンハマ

キについての慨然の紡nl,この雌bJEは交Jdにあ1=って

テンゲハマキの場令 とほとんどEI']じ7J'蔀))をとることが

FLFjらかとなっじ

雌は交尾1時刻になるとその脚を伸ばし通一.㍗;;,'の静IF･.伏

僧に くらべて,体 と静JJl.物休とのFL"llP5細く人 きくなる.

そして腹部｣ミ粥紬 ,らMl.フェロモ/))泌脱を′欠Hl.し休Jt

休を脱IrH'の帥こ1日二曲げ川‖JiにJAjを拡げろ(耶4関A)

この也を広げる樺度は雌のJl=j化微の日放に.Lって変わ

I).この日放の耗過 とともにすfIわT,,iJdi,TlM･..の人な

るLtど機の拡けJJ'の軒JEは人となる,雌のこの状ほは

･舟'Iに callingpositionと岬.'上れている.この号人煙の

雌E川湖 に一/j'ji:してお ()舶劫/;どをIiえると calling

positif)∩!上 IEL'ir仰二中断するが1:Tごらにrl川tlする

鰍 t,k脚 .lF糾以仲 二は雌の近 くにわ.いても通'ii'EのLTT･

Jr･.lA:lBiJ:i,と7, ,1)が.li刻に雌が caHinL'のLbh/,'･をとり

折めると仙 は ず触lljを捌かし,LEfLEfI11日脚で触Ilj

をこする.ついでt,T.･}JEに鵬,.43または少子)をfi!Iい.さ

らに也をこまか く鮎動させ把握桝を脱珊｣i前納,ら'突出

し†こ状態で雌の周州を少子jL,次掛 こ雌に近づ く(郡 4

｢勾B).この肘 掛ま 一般に matingdanccといわれて

お ,)雌がlkfTTll･.場所を変えて も雄はしばしばこれまで確

がlTltll･.していた場ljl粥で激しく matingganceをり/)う

鰍 ま確を先山するとそのaurn76こtlJ',./ljしてtV;.ぴ.つい

で倣部をnl.llJjに捌 hさせて雌と交尾を',tJ'す る (郡4

rxlC. D).

さて.以 l･.0)雌の cnlllngおよび棚の dance とい

う/JjqF旭くそれぞれo)父Idの抑T･の/(-(l'を必要としてい

るのかどうか.さらに交旭が収功するには雌雌の'lJd
m･M.'.がJiJjともに高いことが必要なのかを知 るために

脚Jt.をf柏 ..あるいは/I.1:にして.交尾･T.T.yl.を人 ['的に制

'qlTLl=鵬仙 こついて徹霊を了iなった./lfilt.T''性の制御

のJjはの.,-f･鰍 よ別に鮒 tけ る (玉木 ら,1969)が..ど

171のt,T,･t'I..化はJTI!lJ.t明3川.1'lJ経過後の 7時IL''lIIFH･.リ.t･.処州 こ

よった イ二九r,M:の雅掛 川竹.JiLiL理をJTj/ilわ/i-いことに

よって'fIJられる,

Fig..I. Matingbehaviorsortheslll{lHcl･teilLOr･Lrixmoths.
A,CaHingpositionofaremale
B.Matingdanceofamale

Cand1),mating
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Table2.Synchronizationofmatingactivities
inmateandfemalemothsoEthe

smallerteatortrix.

Percentofindividuals
exhibiting

ConditioncatlTnT Ma-ti福 一如aTnqg
positiondance

1.Female Active 89.0 -
2.Male Active O -

3･記eaTeale Activelnactive l聖 0 287｡ 25･0

4･aeaTeale incatiieve _9 26.｡ 0
5･neaTeale Active lOOL0 9訂5 91･OActive

その結架は節2表にまとめた.活性化きれた榔並を

々れぞれlti独においた場合,帆 まcallingを行なうが

雄はまったくdanceを行なわなかった.抗性化した

雌と不活性の枕を柑 こおいた場合,雌はすべてcalling

を行ない.蛾は28.6%が danceを行なってさらに総

雌の25.0,%が交矧 こ成功した.しかし,不活性の雌と

活性化された雄を柑 こおいた場合は Callingを行なう

雌はまったくなく,矧 ま26.3,%が danceを行なった

が交尾に成功したものはなかった.雌雄の双方を活性

化した場合は雌雄ともにそれぞれ callingと dance

を行なうて91,%が交r引こ成功した.

以上の結架から,雌のca11ingには椛の存在の必要

がないが.蛾の danceには曙の存在が必班であるこ

とがわかる.そして交尾が高率で成功するには雌雄の

活性が同調していることが必要である.とくに,雌の

活姓の詩別､ことすなわち雌がいわゆろCallingの拓95･

をとっていることが重要である.雄の活性が'1:.;くても

雌が callingの状態になければ交矧 ま不成功となる.

6. 性フェロモンの存在

コカクモンハマキの交尾行動とくに雄のそれが雌の

分さ払する化学物円すなわち性フェロモンによって解発

(release)されていることを確認するため,羽化後 1

-2日日の末交尾のqE全虫体をメチレンクロライドに

浸打ル ,折紋を1ml中に20頭の確の抽出物を含むま

で肌締して試験を行なった.すなわち.この抽出紋約

5FLLを折紙小片に浸みこませ粥蝶を瓜発させたのち.

約10頭の活性化された末交Eaの雌を収'押した市nFflに

を行ない,そのうちの放弧 ま抽出物の付Ttした打租は

交尾しようと試みた.したがってコカクモンハマキの

雄の交尾行跡 ま雌のf(三縄する作フェロモンによって胴

発されろことが明らかである.
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Summary

Matingbehaviorsofthesrnallerteatortrix,

Adoxo♪llyCSOra〝aFischerYonR6slerstamm,were

observedllnderthelaboratoryconditions. The

adultmothstJSed werecoHected from a tea

garden inTokyo.andreared.onanartificial

dietat25°Cand16-mrs.light.

Adultemergenceoccurredatanytime,but

85.1% offemaleand61.7% ofmaleemerged

between8:00a.m.and8:00p.m.

Adultmothsof1-to4-day-oldmatedat3:25

a.m.on an average. one hour before the

sunrise. Thematingtimeshiftedtoearlierat

therateof16to26minutesperdayalteremer･

gence. Thisshiftofthematingtimeprimarily

dependsontheageofthefemales.

Mostofthefemalemothsmatedonlyonce

duringtheirlives.Manymalesmatedtwiceor

moreduringtheirlivesbutusuallydidnotmate

morethanonceinthesamenight.

Matingactivityofthemothsunderthenatural

lightconditionsshowedahighvalue(morethan

70%)onthedayofemergence,andthisvalue
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wasmaintaineduntilthe4thdayaftertheemer一

gence. Undertheconditionsofartificialillumi･

nation (16-mrs.light,8-hrs.dark),however,

matingactivitywassharplydeclinedonthe4th

dayaftertheemergence.

Matingbehaviorsofthemothsarecharacteri･

zedbycallingoffemalesandmatingdanceof

males. Presenceofmalemothswasnotneces-

saryforexhibition ofthecallingbyfemales.

Matingdanceofmales,however,occursunder

thepresenceofafemalewllichisinthecalling

Position.Furthermore,synchronizationofmating

activitiesinfemaleandmalemothsisapre･

requisitetothesuccessofmating.

Thefactthatmethylenechloride extractof

virgin femalemothselicited ancharacteristic

matingdanceofthemalemothswasindicating

secretionofasexpheromonefrom thefemales.

Thisextract,atanamountfrom 1米lo-dto1x

lO~5femaleequivalent,caused5to10,Oo'ofmales

torespond.

AttractiyenessofBlack･light,VirgineFemaleandSexPheTOmOnCExtractfortlleSmaller

TeaTortrix,AdoxophuesoranaFiSCherYonR6sler8tamm. YoshioTAMAKI,HiroshiNoGUCl1(

andTakeshiYUsHJMA (NationalInstituteofAgriculturalSciences,Nishigahara,Kita.ku,

Tokyo)Received.May6,1969.BoEyu･Kagaku,34,102,19691(withEnglishSummary106).

12.コカクモンハマ牛に対す るブラックライ ト, 処女 雌 および性 フェロモン抽出牝の誘引

効果 玉木tL労 ･野口 浩 ･捌 鴇 雌 (出林省農業技術研究所)44.5.6受理

コカクモンハマキ堆成虫に対すろブラックライト, 処女雌, およびPd'者tJF用の誘引効果を訂.q生し

たh11'凪 処女qEqi用に比較してブラックライト印用および両者併用の効米が大きかったが, ブラッ

クライト叫川とTLfd'者併用の間には有意差三が認められなかった.

ブラックライトに飛来するコカクモンハマキ成虫の誘殺曲線における雄のピークは午前2-4時

に.Wめられ, これは処女DqEililf]の トラップ-の誘殺曲線と一致することから, 雄の交尾活動の現わ

れであると考えられた.

ノ･J･レンクロライドによる処女雌からの性フェロモン抽出物は野外においても蛾に対する誘引性

･'J:イすすろことが示された.この誘引性は生存している処女雌と同等の効果をもち,その効火は24時

rLt)晩にも的火していなかった.

イラクサキンウワバTrichoL)Lusfaniの雌成虫の確

に対するに位が,光の存在によってこの光に対する疋

位に変換 されることが 椛認 されて以来 (Shorey&
Gaston,1965).数超の昆虫で処女雌とブラックライ

トの組合わせの誘引効果が検討され,その有効性が示

されていろ (Henneberry& Howland,1966;He･

nneberryら 1967a,b;Hoffmanら,1966;Guerra

& Ouye.1967;i馴ら･野口,1968).

コカクモンハマキ Adoxo♪hyesoranaF.VON R.

については.その雄の交尾行動が雌の生産する性フェ

ロモンによって併発されることが溢内試験の純米から

明らかとなった(玉水ら,1969).水和ではコカクモン

ハマキに対するブラックライトと処女雌のDf･FHの誘引∫
効栄と,性フェロモン抽出物の野外における誘引性に

ついて調査した結架について報LIE;･する.本文に入るに

先立ち,この試験を行なうにあたってお世話いただい

た農林省茶業試験場の金子武博士をはじめ虫害研究室

のかたがたに深く感謝する.
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胡料と方法

鵬試虫 :茶樹 に相生 していたコカクモンハマキな

Tamaki(1966)の方法により盤内で継代的に大出飼

育しているものを用いた.雌雄の区別は丸印jに行なっ

た.誘引試験および性フェロモンの地山に用いた碓城

虫はいずれも羽化後1-2日目の未交尾のものである.

性フェロ.モンの抽出 :雌成虫を再論.qfこよって約出

したメチレンクロライドに浸放し,5oCに数日IltJ放出

した後,虫体を磨砕することなくそのまま吸引汐他 し

た.汐i紋はロータt)-エバポレーターによって 30oC
以下で渋紙し,lmLが20政 の雌抽出物を含む桁紋を

訓如し,仙川時まで5oCに冷蔵した.

トラップ:2班域の基本型をもつ トラップを作出し

た.その1は.径 30cm,深さ15cmのプラスチック

製九州を針金によって木板 (6×28cm)に朋起したも

のであろ く郡1図A). この木板下面には6Wのブラ

ックライトを固定し,上面には処女雌を収容した網縦


